
 

 

             

 
 

○流しそうめん大会 

 日程：平成27年 8月 30日（日） 

 開始：11時から 

 場所：セント・ベル幼稚園 園庭 

 会費：大人  1000円 

    子ども 200円 

 

○第 6回 鈴木レオ ゴルフ大会 

 日程：平成27年 10月 29日（木） 

 場所：ＧＭＧ八王子ゴルフ場 

＊詳細は、後日、ご案内をお送りします。 

 

○後援会日帰り旅行会 

 日程：12月中旬～下旬頃 

 場所：都内を中心に場所を検討中 

後援会行事のお知らせ 

きょ 

ごあいさつ 
 酷暑の候、皆様方におかれましては、ご健勝のことと、お慶び申し上げます。連日、厳しい暑さが

続いておりますが、熱中症などにならぬよう水分補給など、十分にご注意頂ければと存じます。 

 さて、八王子市議会議員選挙にて三期目の当選を果たさせて頂いてから、早 3か月が過ぎて参りま

した。この間、八王子市議会議員選挙改選に伴う八王子市議会臨時会の開会、6月には平成 27年第 2

回市議会定例会議が開会、一般質問の実施、閉会中の特別委員会の開催など、議会活動に積極的に取

り組んで参りました。 

 今回の改選によりまして、常任委員会では文教経済委員会、特別委員会では人口減少高齢化対策特

別委員会、議会運営委員会に所属となると共に、都市計画審議会委員、東京たま広域資源循環組合議

会議員を拝命致しました。 

 また、会派である自民党新政会と致しまして、新たに 5名の一期生を迎え入れたことから、会派視

察において八王子の友好都市であります北海道苫小牧市へ訪問して参りました。苫小牧市は、開拓を

八王子千人同心が行っており、亡くなった後も慰霊碑が建立され、ボランティアの方々を始め多くの

方に守られております。八王子から遠く苫小牧まで歩いて渡り、開拓にあたられた八王子千人同心の

方々の御霊に対し、会派全員で祈りを捧げて参りました。 

 地域におきましては、八王子市立小学校・中学校の運動会が晴天の中開催され、梅雨時期の水害対

策に向けた東京都・八王子市合同風水害板柵訓練の実施や、第 43 回八王子市消防団操法大会では、

私が所属しております第 9分団が第 3位に入賞し、7月からは各町会・自治会の夏祭りに伺わせて頂

くなど、地域行事にも積極的に伺わせて頂いております。 

 下記に、私が立候補した時から 3期目の選挙戦に至るまでに使用した公営掲示板のポスターが御座

いますが、3期目の今だからこそ、改めて自分の足元を見つめ直し、一歩一歩確かに踏みしめて頑張

って参ります。 

 末筆では御座いますが、夏の暑さが厳しい時期が続いでおります。皆様におかれましては、体調な

ど崩されませぬよう十分にご注意ください。 
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討議資料 
年内に行います後援会行事の予定一覧になります。後援会にご加入頂いていない方もご参加頂け

ますので、皆様、お誘い合わせの上、是非、ご参加頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。 



 

 

   平成 27年第 2回市議会定例会議 一般質問 要旨 

きょ 

１．市民力を生かすために 

⑴ 観光大使の現状について 

⑵ 市民力を生かした八王子市のＰＲに向けて 

⑶ 市民力を生かすためには 

⑷ （仮称）市民大使制度の創設に向けて 

２．総合教育会議について 

⑴ 総合教育会議の開催について 

⑵ 総合教育会議の役割について 

⑶ 市立中学校における教科書採択について 

３．放課後子ども総合プランについて 

⑴ 放課後子ども総合プランの取り組みについて 

⑵ 放課後の居場所づくりについて 

⑶ 安心・安全な放課後を目指して 

４．子育て支援の充実に向けて 

⑴ 利用者支援事業について 

⑵ 利用者支援事業に関する市の考えについて 

⑶ 利用者支援事業の活用に向けて 

○市民大使制度に向けて 

Q1 八王子の観光大使は、現在 3名就任しているが、以前より減少している。この制度の目的としては何か。 

A1 観光大使制度は、八王子のイメージ向上を図ると共に、観光に対する意見や提言を頂き、観光産業振興に寄与することを目的としている。 

Q2 観光大使は、著名な方が多く、多忙でありスケジュール調整などが難しい所がある。現在、八王子では市民の方で地域活性化に向けて頑張られて

いる団体などが多く、その方たちを応援・公認する（仮称）市民大使の創設に向けて提案して来ているが、検討状況はどうなっているのか。 

A2 昨年度より八王子観光協会と観光 PR 特使（仮称）制度の設置を検討している。八王子の魅力の発信に繋がる活動が期待できるグループやキャラ

クターなど、対象者や審査基準などの検討を行っている所である。 

Q3 制度は長く検討するよりも、実施が重要であり、年内の制度運用に向けて強く要望するが市の考えはどうか。 

A3 今年度の実施に向けて、市と観光協会で連携して、観光 PR 特使（仮称）制度を構築できるように取り組む。 

○総合教育会議の運営について 

Q1 総合教育会議の役割は何か。 

A1 教育の目標や施策の根本となる「大網」の策定や、教育の条件整備、児童・生徒などの生命・身体の保護など緊急時の措置などについて、協議や

調整を行う場であり、教育施策の最終的な決定権はこれまで通り教育委員会にある。 

Q2 学校教育の議論の中に、有識者の意見と取り入れる体制を整備してもらいたいが、どうか。 

A2 教育に関する執行機関が教育委員会であることから、市長が付属機関を設置することは難しいが、総合教育会議の中において有識者からの意見聴

取が可能となっている。 

Q3 市立中学校の教科書採択について、市長は「注視する」と発言されたが、必要な時は緊急にでも総合教育会議を開催して議論してもらいたい。 

A3 緊急時は、市長と教育長でも会議は成立することから、必要と判断した場合には、会議を開催していく。 

○学童保育所と放課後こども教室を統合した放課後子ども総合プランの実施に向けて 

Q1 平成 26年 7月に、国が学童保育所と放課後こども教室を一体的に運用する「放課後子ども総合プラン」を策定したが、市としてはこれまでにこの

プランに対してどのような検討を行って来たのか。 

A1 平成 19年に放課後子ども教室を始めて以降、民生委員や青少年対策地区委員などの外部委員を含めた「放課後子どもプラン運営委員会」を毎年開

催し、放課後の居場所や学校施設の利用について議論・検討して来ている。 

Q2 議論や検討をしているだけでは意味がなく、実現してこそ意味がある。学校の放課後に二つの制度が混在している状況を解消し、子どもが安全に、

保護者が安心して過ごせる場所を早急に取り組める対策組織の構築が必要と考えるがどうか。 

A2 総合教育会議の中において、「放課後児童健全育成事業」と「放課後の子ども居場所づくり」との連携について議論をしている。「放課後児童の居

場所のあり方検討会議」の議論の中で、組織の必要性について検討していく。 

○利用者支援事業の活用に向けて 

Q1 平成 27年 4月よりスタートした子ども・子育て支援新制度において、子育て支援の制度を利用者に提供する利用者支援事業の充実を求めたが、そ

の後の検討状況はどうか。 

A1 市の窓口で教育や保育施設について個別に相談をする「特定型」利用者支援事業と、子育てひろばなどの身近な所で支援情報の提供を行う「基本

型」利用者支援事業について、5年間の事業計画を定めた。 

Q2 妊娠期における「母子保健型」利用者支援事業も運用し、妊娠期から子育てまで切れ目のない支援事業を行えるように取り組んでもらいたい 

A2 切れ目ない支援体制については、第 3 次子ども育成計画の重点施策の一つに掲げており、母子保健と連携した子育て支援の充実は、重要な取り組

みと認識している。安心して産み育てられる支援体制の充実を図っていく。 

一般質問の詳細な様子につきましては、鈴木レオ公式ホ

ームページ、または八王子市議会インターネット中継の

ページより動画にてご覧頂くことが出来ます。 

インターネット検索より「八王子市議会 鈴木レオ」に

て検索頂ければ、ページをご覧頂けます。 


